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【取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【学校教育目標】 

夢や目標に向かってたくましく挑戦する意欲をもった人づくり 

【本校の現状と課題】 

① 「新体力テストの数値分析の結果（2025年のデータ）」より 

○ 第 1・２学年男子の総合評価｛（A＋B）｝―（D＋E）｝の数値が同学年の女子の

総合評価の数値に比べて低い値となっている。 

○ 全学年で反復横跳び、立ち幅跳びにおいて県平均を下回っており、敏しょう性、

瞬発力の低さが課題である。また、握力の数値が全学年男女ともに県平均を下

回っており、筋力の低さも課題である。20ｍシャトルランの数値も全学年男女

とも県平均を下回っていることから、全身持久力の低さも課題である。 

②「運動に対する意識・運動習慣」についての分析より 

○ 運動部活動や地域スポーツクラブに所属していない生徒の増加や、SNS等の普

及により日常生活で運動やスポーツに親しむ機会が減少傾向にある。 

○ 日常生活の中に、意識的に運動に親しむ機会を取り入れるなど、誰もが楽しめ

るような活動を探究していくことが必要である。 

保健体育の授業での取組 
・今行っている運動が、どの体

力と関係しているかを分析

させたり、体力が高める事

で、生活にどのようなメリッ

トがあるのかを価値付けし

たりする。 

・生徒の実態に合わせて、単元

ごとのゴール設定を明確に

提示する。 

・教員からの直接的な運動指導

以外にも、生徒同士の教え合

いや学び合いの時間を増や

すことで、生徒が肯定的なフ

ィードバックを受ける機会

を増やす。 

運動部活動や家庭との連携  

・長期休みの課題として、家

族と生徒が関われるような

運動課題を出す。 

・冬期の放課後、運動部活動

に所属している生徒を対象

に、体力づくりを目的とし

た長距離走の指導を行う。 

・保健の授業で学習した運

動、食事、休養及び睡眠に

ついての内容を継続して実

践できるように啓発活動を

行う。 

生徒自身の課題把握 

・体力テストの振り返りを

行い、生徒自身が自分の

体力の向上に対して目標

をもたせる。 

・各単元のはじめに、自分

の高めたい体力について

考える時間をとる。 

・各単元の終末で、自分の

体力がどのように高まっ

たのか振り返らせる。 

【目標】 

① 「新体力テストの数値における目標」 

 〇 小学校体育科と連携し、体力を高める活動を取り入れてもらい、来年度の新体力テストに

おいて、握力・反復横跳び・立ち幅跳び・２０ｍシャトルランの数値をプラス値にする。 

②「運動に対する意識・運動習慣における目標」 

〇 男女ともに、課題に対して積極的に挑戦する態度を養い、保健体育で学習した内容を実

生活に結び付けることができるように意識した指導を行う。 


